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研究成果の概要（和文）：本研究では、LD児の忘却特性を定着特性としてとらえ、複数の文字種の読み書きを定
着させるうえで効果的な学習支援方法について検討し、その共通性を考察した。(1)LD児における漢字書字の学
習支援の方策、(2)ローマ字の読み書き学習支援の方策、(3)知的障害を有する児におけるひらがな文字の基礎学
習の支援の方策について検討を行った。(1)については、LD児8名を対象として、書字反復による指導法と、画要
素選択による指導法の２種で比較した。(2)については、ワークブックを開発・作成し効果的であることを明ら
かにした。(3)については、特別支援学校児童2名を対象として、音韻抽出を促す支援課題を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The present study aims to investigate the methods for facilitation of 
literacy　in three sorts of letters and clarify common properties of facilitation in those methods. 
Following methods were investigated; (1) the learning method of writing Kanji for children with LDs,
 (2) the learning method of Roman characters for elementary school children, and (3) the learning 
method of Hiragana letters for children with intellectual disabilities. Regarding study of (1), 
higher efficiency of practice through selecting each stroke of Kanji characters was confirmed than 
practice of repetitive writing Kanji in children with strong tendency of forgetting. As to study of 
(2), workbook of learning Roman characters was developed and provided to 48 fifth graders. 
Efficiency of workbook was found. Concerning study of (3), the method of facilitating extraction of 
vocal sound was developed for two children with intellectual disabilities.

研究分野： 発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
読み書き困難を示す事例では、複数の文字種の読み書きの定着が共通して困難である。本研究では、定着困難の
共通的背景要因を検討した。(1)LD児における漢字書字については、画要素選択の手続きが有効な方法であっ
た。(2)ローマ字の読み書き学習については、音と文字の混成規則に関するワークブックが効果的であった。(3)
知的障害を有する児では、ひらがなの視覚記憶を活用した指導課題が、音韻抽出に効果的であった。これより漢
字ブロックや混成規則、音韻抽出の支援では、共通して視覚情報の補助が効果的であることが明らかになった。
これらの知見は従来、報告されておらず、社会的意義と学術的意義が大きいことを指摘できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初 
小・中学校においては、読み書き困難を示す事例に対する対応が、大きな課題となっている。

日本語は、ひらがな、漢字、ローマ字の 3種の文字を利用する。ひらがな文字読みの困難を示す
事例の多くは、漢字読み書きに困難を示すことが報告されている。また漢字読み書きに困難を示
す事例の多くは、ローマ字の読書きに困難を示すことが報告されている。これより、ひらがな、
漢字、ローマ字の 3 種の読み書きに困難を示す者では共通的背景要因が関与する可能性を推測
できる。3種の文字の読み書き困難に対して、低学年から高学年にわたる効果的な支援方策を検
討し、その共通的側面を明らかにすることで、定着困難の共通的背景要因について考察できると
考えられる。 
 

２．研究の目的 
研究１では、通常学級に在籍するＬＤ児を対象とし、漢字書字の指導法として、反復書字によ

る指導法と、言語手がかりと画要素選択による指導法の２種を比較・検討する。言語手がかりは、
画要素をブロックにする効果を有するので、漢字構成を部品のあつまりとして意識させるのに
効果的である。研究２では、小学 5 年生を対象として、ローマ字ワークブックを提供し、その
効果を検討する。ワークでは、ローマ字の音－文字の混成規則を示し、混成規則を意識させる
内容を提供した。研究 3 では、ひらがな文字読みが未習得である知的障害児を対象として、ひ
らがな文字をてがかりとした音韻抽出の指導方法を検討する。これらの研究に基づき、低学年か
ら高学年にわたる漢字読み書きの定着困難に対して効果的な支援方策を明らかにし、支援の共
通的側面から、3種の文字種の定着困難の共通的背景について考察することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

（１）漢字書字の学習支援の方策に関する検討 
➀対象：通常学級に在籍する小学校 2・4・5 年生の LD 児 8 名とした。対象児は全例、言語理
解指標得点に比べてワーキングメモリ指標得点が低かった。②学習課題：前在籍学年の学習漢字
から選んだ。③指導手続き：対象児と協議し、漢字を記憶しやすいブロックに分け、各ブロック
について言語手がかりを作成した。反復書字条件は 4 文字、言語手がかりと画要素選択条件は
12 文字学習した。画要素選択条件は、画要素の選択のみを行い、書字による指導を行わなかっ
た。指導後、1 週、2 週、4 週後に保持を調査した。③個人情報の保護：保護者と本人に研究の
趣旨を伝え，研究の実施と結果発表の承諾を文書で得た。 
（２）ローマ字読み書き学習支援の方策に関する検討 
 ➀対象：X 市の公立小学校の 5 年生 84 名を対象に、ローマ字達成状況のプレとポスト調
査及び学習支援を行った。未介入群として、同小学校の 6 年生 52 名を対象にローマ字達成
調査を行った。②調査課題：ひらがなで書かれた清音、濁音、拗音をローマ字で書く課題を
4 問ずつ出題した。③学習支援：清音、濁音、拗音について、子音と母音の混成規則を表で
説明したワークブックを作成した。ワークブックでは一度に 2 種類の子音を学習させ、全 8
回実施した。ワークブックを通して、ローマ字における母音と子音の組み立てに関する視覚
的情報を提供した。④個人情報の保護：保護者より調査への参加及び結果の発表に関して同
意を得た。同意は教育委員会と学校長に基づき得た。 
（３）ひらがな文字の基礎学習の支援の方策に関する検討 
➀対象：児 A、B は、特別支援学校小学部 4 年生に在籍した。児 A は語彙年齢４歳 0 ヶ

月（CA10 歳 6 か月）、児 B は、語彙年齢 7 歳 2 ヶ月（CA10 歳 7 か月）。順唱について児
A は 2 桁、児 B は 3 桁の数を達成した。指導前に音読できたかな文字数は、児 A は 46 文
字中 40 文字、児 B は 43 文字であった。共に、2 音節単語と 3 音節単語の音節抽出課題は
未達成であった。共にしりとり遊びはできなかった。②指導手続き：1 週間から２週間に 1
回の頻度で指導を行った。指導のプレとポストに音節分解課題と音節抽出課題を行った。音
節抽出支援課題は「単語の読みを音声呈示しながらかな文字カードを呈示した後、音節抽出
課題用のカードで隠し、指差しした箇所の音をたずねる」という手続きを用いた。始めに、
2 音節単語の音節抽出指導を実施し、音節抽出のプレ課題でほぼ正答した段階で、3 音節単
語の音節抽出課題の指導を実施した。4 音節単語については、音節抽出のプレ課題を 11 月
から 12 月にかけて実施した。しりとり課題については、対象児Ａでは 7 月から次年 2 月に
かけて 4 回、対象児Ｂでは 11 月から次年 1 月にかけて 3 回行った。③個人情報の保護：指
導と指導結果の公表については、児 A、B の保護者の同意を文書にて得た。同意を得る手続
きは、尚絅学院大倫理委員会により承認を得た。 



 
４．研究成果 
（１）漢字書字の学習支援の方策に関する検討 
 LD 児 8 名は、反復書字練習の実施 1週間後の書き取り
テストで正答率 10%以下を示した。漢字ブロックの選択
課題による学習を行い、1，2、4 週後の正答率の変化を
検討した。図 1は代表例の結果を示した。縦軸は正答率
を示した。一番下の曲線が反復書字条件、その他の曲線
は画要素選択条件を示す。矢印は学習時点を示した。画
要素選択条件では、学習定着が良好であった。 
（２）ローマ字読み書き学習支援の方策に関する検討 

5 年生の支援前調査を介入群プレ調査、5 年生の支
援後調査を介入群ポスト調査とした。5 年生の支援前
調査とほぼ同時期に、支援前の 6 年生に行った調査を
未介入群調査とした。介入群ポストの清音成績は、介
入群プレや未介入群より有意に高かった。濁音の成績
は、差が見られなかった。拗音については、介入群ポストが他の 2 群と比べて有意に高かっ
た。全群の清音、濁音、拗音の成績を変数としてクラスタ分析を行った。以下を認めた。ク
ラスタ A：清音・濁音・拗音全ての正答率が高い群、クラスタ B：清音・濁音の正答率は高
く、拗音の正答率が低い群、クラスタ C：清音の正答率は中程度で、濁音・拗音の正答率が
低い群、クラスタ D：3 種音共に正答率が低い群。残差分析の結果、介入群プレはクラスタ
D、未介入群はクラスタ C、介入群ポストはクラスタ A の人数が有意に多かった(表 1)  
介入群プレは全体的に低成績であるク

ラスタ D、未介入群は清音だけが中程度の
成績で、濁音・拗音は低成績であるクラス
タ C の度数が有意に多い結果であった。こ
のことから、学習支援を行わない状況下で
は、清音のみが自然習得され、クラスタ D
からクラスタ C に移行すると考えられる。
しかし、介入群ポストは全体的に高い成績
であるクラスタ A が有意に多い結果であった。このことから、ワークブックによる学習支
援の結果、自力では習得困難である拗音の習得が促されたと推測できる。 
（３）ひらがな文字の基礎学習の支援の方策に関する検討 

A 児について、３音節単語は、10～12 月のプレ課題は 89 から 100％を示した。しりとり
課題については、第 1 回（7 月）では、単語の語尾音を、語頭音とする単語を検索できなか
った。第 2・3 回（12 月と 1 月）では、語尾音の抽出と単語の検索がうまくいく単語の数が
増加した。第 4 回では、しりとり課題で語尾音の抽出と単語の検索ができた。A 児では３音
節単語の音節抽出単語が達成を示した時点で、しりとり課題が定着した。 
 B 児について、３音節単語の音節抽出課題は、9 月から 10 月にプレ課題で達成した(図
2)。第 1 回（11 月）のしりとり課題では、呈示された
かな単語の最終文字から始まる単語を、想起すること
が困難な様子を観察した。第 2 回と第 3 回（1 月）の
課題では、最終文字から始まる単語を想起することが
容易であった。B 児でも、３音節単語の音節抽出単語
が達成を示した時点以降、しりとり課題が定着したこ
とを指摘できる。  
 （４）３種の文字種の定着困難の共通的背景と支援  
文字読み書きの定着困難児では、言語性ワーキング

メモリの制約のために、音韻情報のみでは、学習に効
果的な漢字ブロックや混成規則、音韻抽出を把握する
ことが困難であることを推測できる。低学年から高学
年での指導においては、漢字ブロックや混成規則、音韻抽出を視覚情報の補助により再学習
させ、その後、視覚情報を外していく技法が効果的であることを指摘できる。 

表１ クラスタ人数に関する分析結果 

図 2  B 児の音節抽出正答率 

図１ S1 児と S2 児の保持曲線 
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